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市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

情
報
発
信
を
独
自
の
手
法
で
サ
ポ
ー
ト

― 

御
社
で
は
本
業
で
あ
る
印
刷
業
と
は
別

の
視
点
で
、
仙
台
・
東
北
の
魅
力
を
広
く
発

信
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

「
セ
ン
ダ
イ
自
由
大
学
」
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
「
セ
ン
ダ
イ
自
由
大
学
」
は
、「
あ
っ
た
ら

い
い
な
…
を
授
業
す
る
、
人
・
企
業
・
地

域
の
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
新
し
い
ま
ち
お
こ

し
と
広
告
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
を
提

案
し
よ
う
と
、
ソ
ノ
ベ
グ
ル
ー
プ
の
若
手
社

員
た
ち
が
６
年
前
に
開
校
し
た
市
民
参
加
型

の
学
び
舎
で
す
。「
何
と
な
く
閉
塞
的
な
時
代

を
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
し
た
い
！
」
と
の
想
い

か
ら
始
め
た
も
の
で
、「
誰
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
敷
居
の
低
い
市
民
大
学
」
と
し
て
、

暮
ら
し
や
歴
史
、
文
化
、
食
、
仕
事
、
恋
愛
、

そ
し
て
広
告
の
研
究
な
ど
を
テ
ー
マ
に
月
７
、

８
回
の
講
座
を
開
き
、
こ
れ
ま
で
延
べ
７
～

８
，
０
０
０
人
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
集
客
の
た
め
に
広
告
を
打
っ
て
も
レ
ス
ポ

ン
ス
が
な
い
場
合
が
多
い
、
一
方
的
に
情
報

を
伝
え
る
だ
け
の
広
告
は
人
々
の
心
に
響
か

な
い
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
「
交
流
の
場
」

が
「
セ
ン
ダ
イ
自
由
大
学
」
な
ん
で
す
。
交

流
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
企
業
は
、
生
活

者
と
情
報
が
共
有
で
き
ま
す
し
、
自
治
体
も
、

市
民
や
県
民
の
声
を
取
り
入
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
人
が
集
ま
り
共
に
成
長
で
き
る
場
所

と
い
う
こ
と
で
「
大
学
」
と
し
た
の
で
す
。

現
在
は
姉
妹
校
で
あ
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
自

由
大
学
」
を
開
校
し
た
り
、
メ
ン
バ
ー
が
各

地
の
大
学
で
講
師
役
の
依
頼
を
受
け
た
り
と
、

そ
の
活
動
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

― 

次
に
「
ｍ
ｉｙ
ａ
ｇ
ｉ 

ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
」

と
「
東
北
案
内
所
」
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

　
「
ｍ
ｉｙ
ａ
ｇ
ｉ 

ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
」
は
宮

城
県
内
の
自
治
体
や
企
業
・
団
体
が
発
行
す

る
広
報
誌
な
ど
を
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
電
子
書
籍

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
、
お
か
げ
さ
ま
で
立
ち

上
げ
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
大
震
災
の
後
に
や
む
な
く
他
県
に
移
り
住

ん
だ
方
々
か
ら
、
故
郷
の
情
報
を
手
に
と
れ

る
こ
と
が
、
と
て
も
う
れ
し
い
と
の
便
り
が

届
い
て
お
り
ま
す
。
サ
イ
ト
の
閲
覧
お
よ
び

掲
載
は
全
て
無
料
で
、
宮
城
県
版
で
は
11
月

ま
で
の
掲
載
書
籍
数
が
１
，
２
２
７
冊
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
は
４
８
１
掲
載
と
な
っ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
「
学
校
ｅ 

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
」

も
開
始
し
、
学
校
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

掲
載
・
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、

地
元
情
報
の
受
信
・
発
信
に
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
東
北
案
内
所
」
と
は
、
こ
の
春
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
開
設
し
た
、
東
北
の
良
さ

を
案
内
す
る
サ
イ
ト
で
す
。「
東
北
に
は
ｉ

（
ア
イ
）
が
あ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
ｉ
（
私
）

で
始
ま
る
東
北
の
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
（
情
報
）
を
、
ｉ
（
愛
）
を
も
っ
て
世
界

に
紹
介
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
震
災
を
乗

り
越
え
て
前
に
進
む
東
北
が
経
験
し
て
い
る
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「人が主役」の企業を標榜し、
この街仙台・宮城・東北に
なくてはならない企業に
成長することを目指します。
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こ
と
は
、
世
界
で
も
最
先
端
の
地
域
づ
く
り

で
す
。
こ
の
経
験
は
東
北
の
可
能
性
を
意
味

し
、
世
界
に
紹
介
す
べ
き
も
の
だ
と
思
う
の

で
す
。
小
さ
な
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
東

北
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
願
っ
て
始
め
た

事
業
で
、
現
在
、
グ
ル
ー
プ
内
ベ
ン
チ
ャ
ー

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

若
手
の
発
想
が“
面
白
さ
”を
生
み
出
す

企
業
の
主
役
は
「
人
」

― 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
若
手
社
員
の

発
案
で
形
に
な
っ
た
も
の
と
伺
い
ま
し
た
が
。

　
そ
う
な
ん
で
す
。
入
社
１
年
目
、
２
年
目

と
い
う
若
手
中
の
若
手
も
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ

デ
ア
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境

が
社
内
に
醸
成
で
き
た
の
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
社
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
は
広
報
を

は
じ
め
、
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
、
本
社
視
え
る

化
、
顧
客
満
足
、
グ
ル
ー
プ
活
性
化
、
生
産

部
視
え
る
化
、
と
い
っ
た
委
員
会
が
あ
り
ま

す
。
生
産
部
視
え
る
化
委
員
会
で
は
、
用
紙

代
や
光
熱
費
を
大
幅
に
倹
約
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
企
業
の
競
争
力
に
な
り
ま
す
の
で
、

大
き
な
成
果
で
す
。
ま
た
、
職
場
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
風
通
し
の
良
い
環
境
づ
く

り
と
い
う
の
も
大
切
と
い
う
こ
と
で
、
先
日
、

本
社
視
え
る
化
委
員
会
で
は
、
社
員
や
パ
ー

ト
従
業
員
の
家
族
も
招
き
、
芋
煮
会
を
開
い

て
大
い
に
交
流
し
ま
し
た
。
全
て
委
員
会
の

独
自
運
営
と
い
う
こ
と
で
堅
苦
し
い
事
は
一

切
な
し
。
私
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
社
長
の

挨
拶
や
乾
杯
も
無
か
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
弊
社
が
「
人

が
主
役
の
企
業
」
で
あ
る
こ
と
を
一
人
ひ
と

り
が
実
感
で
き
る
企
業
風
土
を
目
指
し
て
、

自
己
組
織
化
を
促
進
し
て
お
り
ま
す
。

Ｗ
ｈ
ａ
ｔ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
？
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
！

本
業
か
ら
は
み
出
す
挑
戦
が
組
織
の
力
に

― 

最
後
に
、
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
今
ま
で
ご
紹
介
し
た
ど
の
事
業
も
、
一
見

す
る
と
印
刷
業
と
は
無
関
係
に
見
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
業
の
「
円
」
の

外
に
「
点
」
を
打
つ
よ
う
に
、
あ
え
て
、
部

分
的
に
自
社
グ
ル
ー
プ
の
人
的
能
力
を
本
業

か
ら
オ
ー
バ
ー
さ
せ
る
よ
う
な
活
動
に
挑
戦

し
て
い
く
こ
と
が
、
組
織
の
成
長
に
は
不
可

欠
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
は
、
弊
社
営
業
部
に
「
地
域

未
来
デ
ザ
イ
ン
事
業
部
」
を
開
設
し
、
仙

台
・
宮
城
・
東
北
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
企

業
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ま
で
の
５
年
間
は
、
発
展
途
上
国
の
経
済
発

展
期
と
重
な
り
、
お
金
や
人
が
首
都
圏
の
東

京
・
大
阪
に
集
中
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
こ
の
５
年
間
は
被
災
で
大
き
な
痛
手
を

負
っ
た
東
北
地
方
が
、
自
分
た
ち
の
地
域
が

も
つ
価
値
を
本
気
で
見
つ
め
直
し
、
発
展
さ

せ
る
た
め
の
努
力
を
す
る
期
間
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
東
北
独
自
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
、

地
元
の
方
々
が
こ
の
地
に
残
り
、
働
き
、
生

活
し
た
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
資
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
、
展
開
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

より良い環境をめざす
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やさしい気持で暮らせるように……。
たくさんの人が集まり、働き、笑い、泣き、そして暮らしてゆく空間、
『街』…。そこで人々が明るく、健康に、そして何よりやさしい気持
で暮らせるように、快適な都市環境をつくって行かなくては…。
私たちはそう考えています。私たちは青葉環境保全です。

「センダイ自由大学」の様子。この日のテーマは「海苔」。「東松
島海苔ノリツアー」として、海苔についてのお話を聞いたり海苔
づくりを体験したり、そして実際に海苔を食べてみたり…普段
から食卓に並ぶ海苔のことを知り尽くす内容で好評を博した。
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